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評価基準 評価結果

全項目が○である。

１項目でも×がある。

項目 評価項目 評価

・関連する計画との整合が図
られているか

○

・地域の課題に適切に対応す
る目標となっているか

○

・整備計画の目標と定量的指
標の整合性がとれているか

○

・事後評価ができる適切な指
標となっているか

○

・構成事業の実施による効果
を評価するための指標として
適切なものとなっているか

○

・円滑な事業執行の環境が
整っているか

○

・地元の機運が醸成されてい
るか

○

農山漁村地域整備計画事前評価調書

計
画
の
概
要

第5期あいち食と緑の森林基盤整備事業計画

愛知県

尾張旭市、瀬戸市、岡崎市、豊田市、新城市、豊橋市、豊川市、蒲郡市、北設楽
郡東栄町、豊根村

令和４年度から令和６年度（3箇年）

　路網整備を行い木材生産の効率化を図るため、また林道施設の点検・整備を適
切に行うため林道改良事業及び林道点検診断・保全整備事業を実施する。
　本整備事業計画に基づく共生環境整備事業を愛知県森林公園や愛知県民の森、
海上の森において実施することで、来園者が気軽に林内を散策して森林環境を直
接体験できるように整備し、森林体験や作業体験を通して来園者へのＰＲを行
い、利用者の増加につなげることで、さらなる利活用の展開を図る。

　路網整備により、森林へのアプローチ時間の短縮を図る。(6分/km→3分/km)
　林道橋梁の点検診断の実施により、機能点検・診断実施率の増加を図る。(100％)
　愛知県民の森の森林整備等により、利用者の定着を図る。(38万人→38万人)
　愛知県森林公園の森林整備等により、利用者の定着を図る。(111万人→111万人)
　海上の森の森林整備等により、企業連携等による森林保全活動面積の増加を図る。（2.5ha→
5ha）
　県の花粉症対策苗木の植栽面積の増加を図る一環で、花粉発生源植え替えを行う。（3.1ha→
18.53ha）

ランク 判定基準

評価　Ⅰ 事業実施
Ⅰ

評価　Ⅱ 計画の見直し

・県内の執行体制は整っている。
・技術的条件・自然条件などの側面か
ら検討し、実施可能な計画となってい
る。

・県産木材の利用及び森林環境に対す
る県民の注目度は高い。

評
価

評価根拠

目標の妥当性

・地域森林計画及び県有林の計画と整
合を図っている。

・木材生産の効率化のための路網整備
及び森林環境を直接体験できるような
森林整備を行う計画となっている。

整備計画の
効果・効率性

・森林へのアプローチ時間及び愛知県
森林公園、県民の森の利用者数等を定
量的指標としており、目標と整合性が
とれている。

・県の実績調査等による把握可能な指
標となっている。

・事業実施による効果が事業目的に即
した指標となっている。

整備計画の
実現可能性


